
部 会 報 告  

 

日 本 セ ラ ミ ッ ク ス 協 会  資 源 ・ 環 境 関 連 材 料 部 会  第 15 回 セ ラ ミ ッ ク ス

関 係 分 析 技 術 者 研 究 発 表 会 の 開 催 報 告  

 

 資 源 ・ 環 境 関 連 材 料 部 会 で は ， 平 成 24 年 11 月 15 日 （ 木 ） に ， 日 本

分 析 化 学 会 と の 共 催 で 標 記 研 究 発 表 会 を 開 催 し ま し た 。 参 加 者 は 41 名

で ， 6 件 の 研 究 発 表 と 1 件 の 部 会 活 動 報 告 が な さ れ ま し た 。 研 究 発 表 で

は ，セ ラ ミ ッ ク ス 材 料 に 対 す る 重 量 分 析 法 や 蛍 光 X 線 分 析 法 な ど の 組 成

分 析 技 術 ， 高 融 点 材 料 に 対 す る 化 学 分 析 技 術 ， 半 導 体 用 材 料 に 対 す る マ

イ ク ロ ビ ー ム ア ナ リ シ ス を 用 い る 解 析 技 術 に 加 え て ， 分 析 値 の 統 計 処 理

技 術 な ど ， 化 学 的 手 法 に 物 理 的 手 法 も 交 え て 様 々 な 分 析 お よ び 解 析 技 術

に つ い て の 講 演 が 行 わ れ ま し た 。 ま た ， 当 部 会 の 化 学 分 析 分 科 会 の 柳 澤

前 主 査 か ら 「 日 本 セ ラ ミ ッ ク ス 協 会 窒 化 け い 素 認 証 標 準 物 質 の 作 製 」 と

題 し て ， 在 庫 切 れ と な っ た 現 ロ ッ ト に 替 わ る 新 ロ ッ ト （ JCRM R006，

R007， R008） の 開 発 ・ 供 給 に 携 わ っ た 化 学 分 析 分 科 会 の 活 動 報 告 が な

さ れ ま し た 。 い ず れ の 発 表 に も 多 く の 熱 心 な 質 疑 応 答 が あ り ， 参 加 者 各

位 の 関 心 の 高 さ が う か が わ れ ま し た 。 今 回 は 前 回 に 続 い て 名 古 屋 で の 開

催 で し た が ， 多 く の 方 々 に ご 参 加 い た だ き ， 盛 況 の う ち に 閉 会 す る こ と

が で き ま し た 。ご 参 加 く だ さ い ま し た 皆 さ ま に 厚 く お 礼 を 申 し 上 げ ま す 。

ま た ， 当 研 究 発 表 会 の 企 画 ， 運 営 に 多 大 の お 力 添 え を い た だ き ま し た 部

会 役 員 お よ び 分 科 会 関 係 者 の 各 位 に 感 謝 申 し 上 げ ま す 。  

 当 部 会 の 化 学 分 析 分 科 会 は ， 現 場 で 活 躍 す る セ ラ ミ ッ ク ス 関 係 の 分 析

技 術 者 が 一 堂 に 集 う 国 内 で 唯 一 の 組 織 で す 。 年 に 数 回 の 定 例 の 会 合 に 加

え て ，隔 年 に 開 催 す る 研 究 発 表 会 と セ ミ ナ ー を 通 じ て ，各 種 情 報 の 交 換 ，

分 析 技 術 の 研 鑚 や 技 術 者 の 交 流 を 図 っ て い ま す 。 次 年 度 は セ ミ ナ ー の 開

催 を 予 定 し て お り ま す 。 分 析 技 術 は 材 料 科 学 を 支 え る 重 要 な 基 盤 技 術 の

ひ と つ で す 。 引 き 続 き ま し て ， 日 本 セ ラ ミ ッ ク ス 協 会 会 員 の 皆 さ ま の ご

理 解 と ご 支 援 を よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

（ 資 源 ・ 環 境 関 連 材 料 部 会 化 学 分 析 分 科 会 ）  

 



 
写 真 1 挨 拶 を さ れ る 三 宅 部 会 長  

 

 
写 真 2 講 演 風 景  

 


